
蓋穴、蓋周囲
0～5％

側溝
5～30％

浸透して取付管周囲をつたい
ジョイント部分から浸入するもの
35～65％

宅内排水管（ます管口・目地他）への
浸透浸入
20～30％

屋根を含む地表面から
直接浸入
5～15％

花壇やます周辺浸透
65～85％

公共下水道 排水設備

誤接及び
ます蓋流入
5～15％

住宅

汚水

人孔浸入
0～5％

側溝浸透
5～30％

人孔
0～5％

取付管・公共汚水ます
60～70％

宅内排水管・汚水ます
30～35％

地上部
浸入箇所比率

浸入経路
比率

施設部
浸入箇所比率

雨水浸入水の発生箇所と
止水の対策

削孔箇所より注入

取付管周囲の浸透帯をつたい
水分のある浸透帯が凝固する

側溝等

ますの周りを穿孔後、浸透帯にグラウト材を注入して、
不明水の流入を遮断することにより、
ます、取付管への不明水を遮断することができる

補助工法 R止水工法

浸入水対策
R止水工法
特許により守られている不明水対策

応用モデル…本管更生後、
　管口の浸入水対策。

基本モデル …不明水対策として、事前の流水調査後、必要部分に止水剤を
注入、その後、確認のため再度流入調査を行う。

1. 注入孔の削孔

ます周りの確認 埋設物のあるところを避ける

取付管の近くまで削孔する

No：削孔位置を変えるNo

Yes

本管側　ます周辺、宅内側に向け注入
管　口　ます内壁からの流出を確認

目詰め、清掃

削　　孔

削孔口目詰め

終　　了

2.ノズルを差し込み注入

3. 止水剤流出確認

4. 目詰め、清掃

薬 剤 注 入

本管を更生後
管口からの浸入水を止める方法

軽トラックに車載可能なユニットシステム

R止水工事車両（軽トラック搭載）

作業フローシート

本管管口の上部付近のヒビ割れ
等にノズルを差し込み、
止水剤を注入することにより
管口からの浸入水の止水を行う。

不明水の75％以上が取付管やますに起因すると言われています。
R止水は、取付管をつたっている水みちに入り込み、
取付管内やます内の浸入水を止水します。

1. ます周辺よりの施工

R止水工法で使用する材料については、
従来工法であるY字管注入にも適して
おり、止水性、強度、耐水性に優れた
品質の注入材です。

2. 人孔からのY字管注入

止水材が凝固し、浸入水が止まる

補 助 工 法


